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JENESYS2022 日シンガポール科学技術交流の記録（オンライン招へい） 

 

１．プログラム概要  

【目的】シンガポールの青年が、科学技術をテーマに、専門家による講義や意見交換、関連施設の視

察を行うことで、日本への留学、日本での研究への関心を高めること、また、学校交流やホームステ

イを通じて、日本の生活や文化を体験することで、多角的に日本についての知見を深め、日本の魅

力を母国で発信してもらうことを目的として本プログラムを実施しました。 

 

【参加者】シンガポールの高校生、専門学生、大学生 計 9名 

 

【訪問地】オンライン訪日プログラム：東京都、大阪府、兵庫県、京都府、愛媛県 

 

【日程】 

日にち 

訪問地 

内容 参加者の質問・反応 

（参加人数） 

事前学習 

2022年 

9月 27日 

東京都 

（注）他のプログラムと合同で実施 

【オリエンテーション】【講義・質疑応答】

【意見交換】 

① オリエンテーション、JENESYS概要 

日本理解講義「Japan Today」SIMA国

際経営研究所 所長 木村 秀夫氏 

② 記念撮影 

③ 質疑応答 

④ 閉会 

 

様々な事例を取り入れた講義に、参加者の

感嘆の声がチャットに書き込まれるなど

参加者は積極的な姿勢で聴講していまし

た。 

質疑応答では参加者から、「人口を増やす

ための政府の政策はあるか」「日本の保険

制度について」「将来日本で働きたい外国

人留学生のためにどのようなプログラム

があるか」等、多岐にわたる質問が寄せら

れました。 

訪日前迄

の個別学

習 

【動画視聴】 

① 事前オリエンテーション 

② ホームビジット体験 

③ 日本文化理解（京都） 

④ 広島ピースツアー 

⑤ 日本語学習 

⑥ 日本理解講義「Japan Today」 

プログラムへの理解を深めるため、参加者 

は日本やプログラムに関する動画を視聴

してから参加しました。 

オンラインプログラム 

1日目 

2023年 

3月 15日 

【オリエンテーション】【参加者間交流】 

① 全体オリエンテーション 

② 質疑応答 

7日間のプログラムの初日であったため、

参加者は少し緊張している様子でした。プ

ログラム全体の流れやアクション・プラン
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③ 参加者間交流 の説明、参加者交流の時間を設けました。 

2日目 

2023年 

3月 16日 

兵庫県 

【視察】 

パナソニックエコテクノロジーセンター

株式会社 

登壇者：同上 総務部 長濱 直樹氏 

① 開会、当日のスケジュール案内 

② 工場バーチャル視察ツアー、質疑応答 

③ 参加代表の挨拶、記念写真 

 

家電リサイクル先進拠点の企業概要の紹

介や家電リサイクルの行程をスライドや

動画で紹介しました。家電リサイクル法や

日本の家電メーカーの取り組みを学びま

した。参加者から「全ての自社の家電パー

ツがこの施設で再利用されるか」「企業が

独自のリサイクル施設を立ち上げたきっ

かけ」等、多くの質問が寄せられました。 

3日目 

2023年 

3月 17日 

京都府 

【視察】 

オムロン株式会社 

登壇者 

・オムロン株式会社 グローバルインベ

スター＆ブランドコミュニケーション本

部 パブリックアフェアーズ部 三浦 

圭介氏 

・オムロンコミュニケーションプラザ 

アテンドスタッフ 王 義爽氏 

① 開会、当日のスケジュール案内 

② 企業概要紹介 

③ オムロンコミュニケーションプラザ

バーチャルツアー、質疑応答 

④ 参加者代表挨拶 

⑤ 記念撮影 

⑥ 閉会 

企業概要の紹介では、事業内容や起業理念

に基づいた社員の取り組みについてお話

がありました。後半は、社会課題解決の技

術・製品・サービス展示見学施設であるオ

ムロンコミュニケーションプラザを視察。

企業の歴史と技術をバーチャル映像や動

画と併せて知ることができました。質疑応

答では、将来の再生可能エネルギーの新し

い調達方法がどのようなものがあるかと

いった質問が出ました。参加者は、実際に

学校でオムロンの機器を使っており、ロボ

ット技術やオートメーションに関心を持

っていました。 

4日目 

2023年 

3月 18日 

京都府 

 

【学校交流】 

龍谷大学（京都府）5名 

① 開会、JENESYS事業説明 

② 交流校学生より紹介 

龍谷大学の概要、学生生活について 

③ グループ交流（グループ別） 

④ グループ発表 

⑤ 参加者代表挨拶 

⑥ 記念撮影 

⑦ 閉会 

龍谷大学の学生が、大学の概要や学内や学

生生活の様子を写真で紹介しました。その

後、グループに分かれて交流をしました。

お互いの学生生活、趣味や自国の文化や習

慣等について盛り上がりました。来日を計

画している学生はお勧めの観光地や見ど

ころを交流校学生に質問していました。交

流後は、各グループ代表よりグループ内で

話した互いの国の文化、観光、学生生活等

について発表がありました。最初はお互い

に緊張した様子でしたが、徐々に会話も増

えて和やかな交流になりました。 

5日目 【ホームビジット】 自宅の様子や日本文化紹介をしました。着
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2023年 

3月 19日 

大阪府、

愛媛県 

大阪市 2家庭、松山市 2家庭 

① 開会、訪問地域の紹介 

② ホストファミリー紹介 

③ ホームビジット 

④ 参加者代表挨拶 

⑤ 記念撮影 

⑥ 閉会 

物姿での参加や実際に料理の披露する様

子が見られました。折り紙や日本語を教え

て、参加者と一緒に楽しむ姿もありまし

た。参加者自身も自国や習慣についてホス

トファミリーに紹介したり、日本に関する

質問をしながら交流を深めていました。ぜ

ひ日本でいつか会いたいという声も聞か

れました。 

6日目 

2023年 

3月 20日 

 

【ワークショップ】 

① 開会、アクション・プランの説明 

② アクション・プラン、報告会準備、提

出 

③ 閉会 

報告会に向けてこれまでの学びや気づき

をまとめ、アクション・プラン、報告会の

ための発表資料を作成しました。 

7日目 

2023年 

3月 21日 

 

【報告会】 

① 開会 

② 報告発表 

③ 講評 

④ 記念撮影 

⑤ 閉会 

プログラムでの気づきや学び、アクショ

ン・プランを発表しました。全てのプログ

ラムが有意義な内容であった、日本が身近

に感じられたとの声が聞かれました。学校

の友人や周囲に積極的に今回の学びを発

信していきたい等、具体的な今後の実行計

画を発表しました。 

  

２．記録写真 

事前学習 

  

2022 年 9 月 27 日【講義・質疑応答】日本理解

講義「Japan Today」 

2022年 9月 27日 記念撮影 
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オンラインプログラム 

  

2023 年 3 月 16 日【視察】パナソニックエコテ

クノロジーセンター株式会社の工場バーチャル

ツアー視察の様子 

2023 年 3 月 17 日【視察】オムロンコミュニケ

ーションプラザバーチャルツアーでの質疑応答

の様子 

  

2023 年 3 月 18 日【学校交流】龍谷大学の学生

との集合写真 

2023 年 3 月 19 日【ホームビジット】折り紙体

験の様子 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

 大学生 

講義から多くを学び、話題になった事などを実際に直接体感したいという気持ちがさらに強く

なりました。 

 大学生 

訪日前のプログラムに参加して、日本について理解を深めることができ、とても楽しかったで

す。将来的にアンケートやクイズなどを導入することで参加者との交流が活発にできるとさら

に良いと思いました。 

 高校生 

ホームビジット先のご家族との交流がとても有意義な体験になりました。日本の暮らしを知る

ことができ、大変興味を持ちました。私からもシンガポールについての情報や、ぜひ訪れていた

だきたい場所などを紹介させてもらいました。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

 視察先 

海外の若者に企業を紹介する機会はあまりないので、貴重な機会をいただけて大変良かったで

す。今後も機会があれば積極的に参加したいと思います。 

 交流校学生 

私は英語力があまり高くありませんが、海外の方と交流することにとても興味があり、普段から

積極的に交流しているため物おじせずに会話を楽しめました。異国の文化に触れられて大変有

意義な時間でした。また機会がありましたら是非参加させていただきたいです。 
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 交流校学生 

現在 3 回生で、SDGs や女性学について学んでいます。就職活動がスタートしている時期でど

のような仕事に就きたいか考えています。国際協力とボランティアにも興味があるため、今回の

プログラムを通して、今まで自分が知らなかった分野で国際協力ができるのだと知り、進路の一

つとして考えてみようと思いました。 

 

５．参加者の対外発信 

 

2022年 9月 27日（Facebook）（シンガポール） 

木村先生の興味深い講義に感謝します。 

歴史、文化、社会、さらに経済等の講義は、私に

とって大変価値があるもので、日本についてさ

らに理解するためのプログラムで、大変興味深

く、胸が高まりました。日本を訪れる機会があ

ることを心から願っています！ 

 

６．報告会での帰国後のアクション・プラン発表（抜粋）  

日シンガポール・オンライン交流（科学技術） 

 

 実施理由：現在、大学でオムロンの機器を使用していることもあり、オムロン株式会社及びパ

ナソニックエコテクノロジーセンター株式会社の技術や環境への取り組みを学ぶことが出

来、大変興味深かったので、自らもこうした技術を世界に発信できるようにしたい。 

 実施時期：2023年 3月から 4月までの間 

 ターゲット：日本をよく知らない理工系の友人達、SNS利用者 

 実施方法：プログラムで学んだことを伝える。SNSで発信する。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


